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幕
末
に
於
げ
る
幕
府
有
司

ω
開
園
思
想

本

楽

治

v
u
v
 

白
白

庄

幕
末
に
於
げ
る
消
濯
の
関
同
思
想
に
つ
い
て
は
、
本
認
前
川
慌
に
於
て
之
を
注
べ
た
が
、
蕊
に
は
幕
府
拘
司
の
芯
見
に
つ
い
て
、
そ
の
た
要
を
漣

べ
た
い
と
忠
ム
。
操
る
所
J
U

・
呉
川
引
は
前
日
操
「
た
日
本
古
文
且
門
誌
反
外
岡
閥
係
交
を
円
」
で
あ
っ
て
、

A

ぐ
り
他
山
史
料
に
つ
い
て
は
之
を
他

H
i
期
す

る
こ
、
と
?
と
す
る
。

滞
留
品
川
書
詫
陪
忠
商

σ“盟
問
川

必
永
六
年
六
月
べ

9
1
炉
提
出
し
た
米
同
今
書
は
七
月
一
日
老
中
よ
り
諸
務
に
一
小
き
れ
、
之
に
到
す
る
忌
悌
な

き
意
見
が
徴
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
幕
府
の
諮
問
以
前
に
既
に
早
〈
之
に
謝
す
る
意
見
を
上
申
し
た
も
の

が
五
件
あ
っ
た
が
、
幕
府
有
司
に
係
る
ち
の
は
浦
賀
奉
行
井
戸
石
見
守
弘
道
の
意
見
で
あ
っ
て
、
越
戟
論
ぞ
唱
へ

て
ゐ
る
。
郎
ち
『
先
々
御
寛
大
の
制
所
置
を
以
御
包
容
被
品
川
在
、
追
冷
海
岸
御
備
向
御
充
宜
士
気
振
作
仕
候
上
は
其

節
便
宜
の
御
慮
龍
可
有
之
崎
市
略
)
巌
格
之
御
取
斗
は
却
て
無
謀
浅
知
u
に
相
成
可
申
員
一
と
い
ひ
、
叉
諸
務
警
衛
者

の
-
客
日
戒
を
制
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
。

一一
米
圏
々
書
諮
問
以
後
の
意
見

幕
末
に
於
げ
る
幕
府
有
司
の
開
園
思
想

第
四
十
二
巻

匹l
C 

箸

披

九

大白木古文書幕末外l圃関係文書巻一、 43;;$可



幕
末
に
於
げ
る
幕
府
有
司

ω
開
国
思
想

第
四
十
二
巻

第

盟主

PB 
O 

~"LI 
O 

七
月
一
日
の
米
岡
L
V

書
の
諮
問
に
到
す
る
立
比
井
に
露
舶
の
庭
賀
、
海
防
等
に
つ
い
て
各
方
面
の
上
書
が
あ
る

が
、
そ
の
中
幕
府
有
司
の
意
見
を
日
比
る
に
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

(4)棲
夷
論
若
〈
は
開
戦
論

大
阪
在
香
の
大
番
頭
久
貝
困
幡
守
、
加
納
備
中
山
リ
の
上
申
書
に
は
彼
の
要
求

を
桓
絶
す
べ
き
こ
と
を
説
き
『
不
法
侯
節
は
速
に
打
梯
被
仰
出
可
然
奉
存
候
』
と
述
べ
、
海
防
掛
目
付
戸
川
中
務
小

輔
鵜
殿
甚
左
衛
門
、
大
久
保
市
郎
兵
街
、
堀
織
部
の
四
名
の
上
申
書
に
は
必
戟
の
血
覚
悟
を
以
て
布
施
す
べ
〈
、
明

ん
中
山
渡
来
の
と
き
は
附
務
多
川
の
故
台
以
て
謝
紺
す
ぺ
し
'
と
し
、
大
舶
の
禁
を
改
め
、
リ
削
防
eys駄
に
す
べ
き
こ
と
な

論
じ
て
ゐ
る
。
先
手
鎖
砲
頭
野
間
忠
五
郎
も
通
尚
を
杭
結
す
べ
し
と
い
ひ
、
年
限
を
定
め
て
通
商
4
V
許
す
の
説
hr

排
し
、
開
戦
と
な
ら
ば
諸
家
へ
防
禦
を
仰
什
ら
れ
、
江
戸
戦
地
と
な
ら
は
将
軍
の
居
を
大
阪
に
移
す
べ
し
と
論
じ

て
ゐ
る
o

(
ロ
)
担
絶
論

以
前
時
半
和
を
主
と
し
而
も
米
闘
の
要
求
を
車
総
す
‘
べ
し
と
の
論
を
な
す
も
の
が
甚
だ
多
か
っ

た
が
、
幕
府
有
司
の
中
に
て
こ
の
種
の
意
見
を
述
べ
た
も
の
に
次
の
二
件
が
め
る
。
即
ち
書
院
番
頭
十
名
よ
り
の

上
申
書
に
は
通
信
通
商
を
拒
絶
し
武
怖
を
般
に
す
べ
〈
、
武
備
整
ふ
ま
で
は
和
を
主
と
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
、
大

日
付
目
付
の
上
申
書
も
亦
彼
が
願
望
を
担
絶
す
る
も
談
判
は
平
和
を
主
と
し
、
海
防
を
巌
に
す
べ
き
こ
と
伝
説
い

た
も
の
で
あ
る
。

(
ハ
)
許
容
論

指
永
六
年
七
月
二
十
二
日
の
寺
枇
・
町
・
勘
定
三
奉
行
上
申
書
は
平
和
な
主
と
す
べ
き
こ
と
を

説
き
、

一
時
の
椛
宣
伝
以
て
肢
を
逝
く
べ
し
と
し
て
ゐ
る
が
、
交
易
に
つ
い
て
は
『
両
沖
凶
冷
望
に
任
せ
交
日
朝
一
被

向上、巷一乃~径三



4
h
k

菟
候
義
、
第
一
闘
力
衰
微
仕
候
基
本
に
て
、
詰
る
慮
夷
賊
之
戚
般
に
加
し
航
御
虚
置
に
成
行
、

御
闘
威
を
い
制
し

候
次
第
に
相
聞
へ
、
北
ハ
除
石
夜
食
料
等
比
求
め
皮
と
の
此
慨
も
回
唱
え
名
義
替
り
候
迄
に
て
互
に
有
無
音
取
替
候
義
に

付
、
交
易
の
端
を
聞
き
候
一
術
に
相
成
候
問
日
疋
以
川
様
難
相
成
』
と
あ
っ
て
、
交
易
を
柁
絶
す
る
考
の
ゃ
う
で
あ

る
が
、
上
申
書
の
末
交
に
於
て
は
「
乍
去
、
彼
方
お
い
て
克
に
聞
受
不
市
、
日
然
現
立
候
・
次
第
に
至
り
候
場
合
も

心
付
之
伎
は
Y
、
右
様
深
く
存
込
願
立
候
儀
を
叫
て
御
断
相
成
侯
も
穏
な
A

ら
や
伎
に
付
、
通
商
の
儀
会
〈
介
衆
聞
に

I~J主

依
{j主

候
は

川
川
に
よ
り
御
沙
汰
の

次
第
に
可
利
之
」
一
と
て
「
附
的
陀
へ
申
泊
、

長
崎
表
え
潟
申
立
候
様
可

投
〕
、
限
り
に
川
小
限
一
日
己
主
の
て
返
尚
子
。
許
し
て
快
…
る
ぺ
し
こ
な
し
「
み
る
h
f
t

ら、

結
hMd

は
交
日
押
?
認
め
ん
と
す
る
ち

0) 
¥ 

1m 
〈

Jト

ι!') 

次
に
七
月
一
一
一
日
の
町
ぷ
行
文
配
市
中
一
以
締
掛
典
力
の
立
比
は
先
年
露
凶
に
到
し
謝
絶
し
た
る
を
以
て
米
同
に
も

謝
絶
す
べ
き
で
あ
る
が
、
技
凶
の
防
備
十
分
な
ら
や
、
清
岡
阿
片
戦
雫
の
轍
宇
佐
葎

b
ぺ
き
で
は
な
い
か
ら
「
奇
抜

詫
巧

ω
玩
卦
物
は
堅
被
禁
制
、
金
銀
薬
種
等
有
盆
之
川
川
に
限
、
年
限
を
師
、
試
之
お
御
許
申
什
御
座
候
義
は
敢
て
御

闘
弊
相
成
候
義
も
有
之
間
数
哉
』
と
て
試
に
交
口
却
を
許
す
べ
き
口
吻
を
漏
ら
し
て
ゐ
る
が
、
た
Y
明
春
使
節
再
来

の
節
、
将
軍
嘉
去
の
廉
ぞ
以
て
膿
接
し
、
寅
よ
り
辰
年
迄
三
ヶ
年
間
延
期
し
巳
年
春
に
決
定
す
べ
し
と
し
、
長
崎

に
て
蘭
闘
に
准
し
て
交
易
を
許
さ
ん
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
。

更
に
八
月
に
海
防
掛
の
勘
定
奉
行
M
M
h
l

味
役
等
が
水
戸
啓
昭
の
上
書
に
つ
い
て
上
申
せ
る
書
面
の
中
に
は
「
大

筒
専
ら
水
草
を
以
及
戦
争
候
儀
は
古
へ
よ
り
無
之
、
不
馴
に
て
共
上
二
百
年
飴
之
昇
平
武
備
勝
れ
候
向
、

H
b
介

幕
末
に
於
げ
る
幕
府
布
司
の
間
同
思
出

第
間
十
二
巻

四
O 

γE，
-
a
E」

日
外
一
正
乱
初

r'l 



古
市
友
に
於
げ
る
幕
府
有
司
心
開
凶
思
想

第
間
十
二
巻

四

O
凹

第

l虫

凹

軌
を
波
世
と
仕
侯
夷
人
共
L
」
錐
ヤ
ユ
宇
必
勝
之
儀
無
畳
束
奉
存
候
』
と
詑
き
『
外
岡
よ
り
参
り
不
申
候
儀
魯
阿
川
人
受

合
候
は
い
〉
、
共
廉
を
以
、
年
限
を
定
め
交
易
之
儀
試
に
御
免
有
之
、
巾
忠
冷
交
易
之
口
聞
が
」
B

と
り
候
旨
ぞ
以
御
断
に
相

成
候
は
Y
共
酔
も
正
敷
共
理
も
順
に
御
座
候
間
承
知
致
し
可
申
哉
』
と
な
し
、
海
防
を
整
ふ
べ
き
を
論
じ
て
ゐ
る
。

へA
F
V

且
『
阿
洋
の
儀
相
解
府
不
申
候
で
は
彼
を
知
、
己
を
知
之
本
文
に
背
、
甚
以
て
差
支
可
申
候
。
夷
岡
の
風
俗
、
人
情

を
持
に
相
時
居
不
市
候
て
は
間
違
出
来
侯
諜
に
付
、
蘭
恩
T

之
軍
撃
砲
術
を
第
一
に
し
て
多
〈
織
淳
被
仰
付
侯
ぽ
Y

ザ
リ
た

CM九

司

王
t
あ削

y
μ
i
t
F
U

E
C
・
凡
「
国
判
廿
主
同
月
尼
ワ

vhJEpr一
定
、
て
ら

5
0

f

v

J

う

L
T
一一-
v
可
t

U川
下

'
J
{
1
4
3
6

ド

[

U

こ
れ
亦
牝
川
律
論
ー
と
は
る
ぺ
E-
色
の
で
ゐ
ら
う
。

大
番
頭
大
久
保
因
幡
守
の
立
見
は
『
打
梯
之
方
可
然
候
。
併
御
静
識
を
考
候
は
JY
願
之
筋
十
か
一
御
聞
届
可
然

出
叫
』
と
あ
る
か
ら
こ
れ
亦
許
容
論
で
あ
ち
う
。
ま
た
海
防
掛
江
川
太
郎
左
衛
門
は
嘉
永
六
年
九
月
の
上
金
目
に
於
て
、

米
闘
に
劃
し
て
は
、
戦
と
決
し
て
武
備
整
ふ
を
待
つ
べ
〈
、
露
聞
に
は
交
易
を
許
す
べ
し
と
し
て
ゐ
る
。
之
は
米

闘
が
浦
賀
表
へ
来
り
し
際
の
『
振
舞
英
以
無
稽
至
極
』
で
あ
っ
た
か
ら
で

J

の
る
。
彼
が
非
戦
論
者
で
め
る
こ
と
は
、

『
今
四
五
年
も
相
立
候
上
な
ら
で
は
戦
争
の
儀
は
難
申
出
し
事
し
」
奉
存
候
』
と
あ
る
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
か
ら
、

一
般
に
は
交
易
許
容
説
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
叉
同
年
十
月
の
上
書
に
も
交
易
一
の
利
潤
を
以
て
武
備
を
整
ふ
べ

し
と
し
、
依
然
と
し
て
露
岡
交
易
の
機
舎
を
失
ふ
こ
と
な
か
ら
ん
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。

【
註
】
浦
賀
来
行
支
削
組
頭
辻
茂
右
衛
門
ば
防
備
を
肢
に
し
、
軍
般
製
造
の
必
要
を
就
き
た
る
後
、
交
易
一
通
信
一
ω
許
否
に
つ
い
て
は
之
を
拒
絶
せ

ば
外
国
と
事
端
を
醸
し
、
之
を
米
露
に
許
さ
ぱ
英
悌
等
も
来
る
べ
〈
、
尚
人
は
眼
前
一

ω利
潤
に
迷
ひ
、
戎
夷
の
矯
に
謀
ら
る
る
に
至
る
で
め
ら
う
c

侠
て
拒
絶
の
場
合
は
彼
等
を
厚
遇
し

τ一
元
僻
を
挟
む
品
跡
地
な
か
ら
し
め
・
交
易
を
許
き
ば
『
交
易
岨
輔
の
四
方
城
盈
の
知
〈
間
ひ
、
内
に
出
入
山
人

を
定
め
、
必
宇
商
人
を
入
れ
争
、
公
儀
の
御
人
の
み
に
て
取
扱
、
他
の
者
沼
環
ひ
見
る
こ
と
も
堅

t
御
制
飛
に
相
成
、
戎
夷
よ
り
ム
自
主
同
一
ω
人
民
を



御
防
吉
選

J

は
さ
る
御
突
慮
な
く
ぱ
大
安
斎
塙

ω
内
に

4
じ
可
申
候
』

L
」
洗
い
て
ゐ
る
。
詳
否
隔
操
の
場
A
H
'
f
嘩
べ
一
一
ゐ
る
か
与
、
同
市
し
で
何
れ
を

童
疎
し
て
ゐ
る
か
明
か
で
な
い
。

和
親
傭
約
締
結
後
の
意
見

(
2
q
)

和
蘭
の
追
加
傑
約
締
結
及
香
港
棉
督
渡
来
に
到
す
る
意
見

安
政
元
年
三
月
、

日
米
和
親
保
約
成
ち
、

つ
い
で
日
英
え
月
)
、

日
露
(
十
三
月
て

日
開
(
二
年
十
月

)ω
和
親
燦
約
が
締
結
さ
れ
た
が
、
之
は
舶
中
快
之
口
叩
を
供
給

す
る
名
義
の
下
仁
小
祝
棋
の
貿
易
が
行
は
れ
た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
融
米
諸
闘
が
、
こ
れ
で
満
足
す
べ
き
も
の
で

ま
円
ふ
り
つ
ピ
。

過
し
尚
崎
山
川
の
締
結
印
九

ι向
貿
易
の
開
始
に
ま
て
紫
設
す
一
?
3
1
事
ろ
常
然
で
あ
り
、

ム
事
宜
如
拍
刺

よ
り
追
加
慨
約
締
結
の
要
求
が
あ
り
つ
-
年
七
月
)
、
叫
ん
脊
浩
組
替
ポ
ク
リ
ン
グ
(
出
2
2
5
m
)

が
約
二
ヶ
月
の
後
に
英
岡

と
の
貿
易
開
始
の
荷
望
そ
以
て
日
本
に
来
朝
す
べ
き
こ
と
、
件
に
欧
州
平
和
と
な
り
(
ク
リ
ミ
ヤ
酔
相
手

ω
終
結
を
指
す
〉
欧

洲
諸
岡
が
日
本
に
来
、
り
て
通
商
を
求
め
ん
と
す
る
機
運
の
切
迫
サ
る
こ
と
を
和
踊
よ
り
忠
合
し
た
の
で
あ
っ
た
。

此
際
長
崎
奉
行
川
村
卦
品
守
は
川
地
滞
在
の
目
付
永
井
玄
蕃
頭
、
川
部
駿
河
守
・
と
も
相
議
し
『
最
早
此
迭
に
て
後

年
の
御
闘
益
に
も
相
成
、
却
で
不
取
締
無
之
様
御
取
極
に
て
交
易
御
免
に
相
成
不
中
候
て
は
、
注
も
謡
に
は
相
掛

申
問
敷
誌
に
奉
存
候
。
所
'
伊
へ
冠
雪
な
し
御
手
に
徐
り
候
次
第
に
一
宇
一
、
此
ト
刀
よ
り
和
を
入
候
様
に
て
は
則
近
年
支

那
の
定
海
部
之
如
く
位
よ

h
出
し
候
軍
献
の
入
費
迄
被
取
立
、
世
界
中
之
噸
を
受
侠
儲
も
有
之
、

叉
何
様
之
事
に

は
や
其
機
命
日
に
後
居

候
品
、
最
早
彼
の
申
立
に
ふ
す
、
後
客
位
一
之
、
御
凶
徒
に
も
相
成
候
簡
を
御
見
定
に
て
、
交
易
御
免
の
期
に
ち
可
有

至
り
候
て
も
日
本
人
種
の
め
ら
ん
限
は
此
御
奮
格
営
以
、
御
立
抜
被
成
候
と
の
御
決
断
は
、

幕
末
に
於
げ
る
搭
府
有
司
の
開
園
思
怨

2再

放

四

凶

O
五
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幕
末
に
於
げ
る
幕
府
有
司
の
間
同
思
想

第
問
十
二
巻

第

抗

問
。
六

四
回

御
座
故
、
左
候
は
一
、
却
て
彼
九
Y
一
扱
侠
場
に
も
至
り
可
申
依
と
奉
存
候
』
(
七
月
廿
一
日
い
?
凸
翰
)
'
と
あ
っ
て
、
我
よ
り
借
地

ん
で
交
易
を
許
可
す
べ
き
立
見
を
此
付
し
て
府
た
。

之
に
劃
し
て
海
防
掛
の
肋
定
奉
行
井
川
吟
味
役
は
(
七
里
子
A
H
ω
k
申
書
)
『
御
同
に
お
い
て
は
外
闘
え
被
海
御
禁

制
に
て
、

加
な
が
ら
諸
問
中
佐
引
品
交
易
致
し
候
依
に
付
、

別
段
御
仕
法
井
御
技
物
之
見
向
同
等
も
付
不
申
候
内
、
御

小
説
免
に
相
成
候
様
に

τは、
日
引
叶

I
J

じ川辺町、

丹
M
P
E

ド
1
ノ

ψ
中
A
J
A

忽
差
支
出
来
可
致
は
必
然
之
佐
、
共
上
何
様
の
御
岡
忠
可
生
も
難
計
、

-
B
j
;
?
t
j
:
・r
l
l
i

別
て
釦
は
泊
所
以
倒
カ
什
竹
山

料
凡
川
州
大
統
に
け
同
検
松
仰
山
伐
科
の
附
刷
、
附
人
之
阪
へ

Hr以
蝦
闘
い
に
し
、

H
1
仰

料
力
に
も
和
政
似
松

γ
T
U
、
御
仙
山
之
依
は
勿
論
御
附
訟
英
外
日
々
必
安
之
門
町
主
支
に
も
可
相
成
供
問
、
夫
等
の

逃
迄
待
と
御
汗
川
械
を
被
遂
候
上
は
格
別
、

一
朝
一
夕
之
論
を
以
御
許
可
相
成
筋
無
之
一
一
と
い
ひ
、
ト
出
米
英
偽
の
外

に
は
係
約
ぞ
結
ぶ
可
ら
や
、
英
同
山
従
来
せ
ば
僚
約
に
基
き
談
判
す
べ
き
を
説
い
て
加
旬
、
蜜
7

"

の
泊
何
倒
的
態
皮
を
持

せ
る
も
の
、
如
〈
で
あ
る
。

又
夜
府
浦
賀
山
本
行
井
在
府
箱
館
奉
行
は
(
七
月
二
十
九
日
J

申
書
)
『
常
時
肱
羅
巴
洲
一
川
交
易
谷
雄
に
能
成
候
趣
に

山
川
、
御
断
相
成
供
共
、
中
什
易
に
承
伏
仕
間
政
局
号
柱
ム
ヱ
立
に
有
無
を
通
し
相
互
に
同
待
相
成
候
様
の
御
所
置
に
は
不

至
も
の
に
候
哉
』
と
あ
っ
て
、
交
易
開
始
の
立
見
を
有
せ
し
も
の
h

如
く
で
あ
る
c

(
ロ
)
幕
府
の
交
易
仕
法
諮
問
に
到
す
司
主
μ
見

か
く
て
幕
府
は
、
右
は
容
易
一
な
ら
-Y
る
大
儀
な
り
と
し
、
八

月
四
日
詐
定
所
一
昨
、
海
防
懸
、
大
日
付
、
長
崎
山
賀
下
回
箱
館
各
奉
行
、
御
目
付
に
到
し
.
老
巾
よ
り
交
易
仕

訟
の
件
に
つ
き
で
諮
問
を
殺
し
た
。
的
ち

)，'jJ、巻十P，)4) 



『
交
易
御
咋
川
白
押
に
畑
山
叫
柏
町
筒
、
得
丙
豆
・
珪
米
利
畑
・
尭
古
利
・
掬
朋
阿
川
ケ
間
四
ぽ
勿
論
、
庄
一
除
尚
々
よ
h
J
撃
で
願
山
山
可
申
、
其
節
彼
ば
御
許
容
、
是
に

弐
難
畑
戒
と
之
議
論
色
情
ケ
一
巾
開
放
、
右
様
相
次
候
上
法
、
一
向
に
本
邦
に
で
も
航
海
一
け
肢
体
一
?
ぜ
御
謎
ポ
彼
選
、
外
凶
々
回
色
海
舶
被
支
向
交
い
抑

互
市
山
利
~
怖
を
以
、
定
凶
惜
呉
川
基
供
L
一
械
戎
快
刀
、
今

ω一
時
勢
に
協
可
然
哉
に
砧
院
佐
共
、

ιへ
辿
も
如
何
様
勉
池
山
精
相
白
線
神
山
孜
健
て
も
、
此
-

正
年
七
年
を
岡
山
手
中
柏
町
て
は
、
護
軍

ω
航
海
無
党
束
儀
に
可
有
之
、
在
候
晴
は
日
本
会
凶
所
主
江
川
日
用
消
ロ
叩

ω
除
分
を
以
、
M

押
凶
無
畑
町
山
水
に
際

じ
悦
儀
・
味
W

見
鋼
U

儀
は
迫
h
、
清
山
相
変
候
哉
戸
川
刊
川
、
常
節
御
偏
向
必
要
山
口
聞
に

τ四
に
党
議
鋳
換
と
儀
を
も
被
仰
山
内
候
儀
に
佐
和
闘
え
波
し

来
候
斤
吸
を
も
御
減
に
い
た
し
度
内
川
俳
柄
に
白
之
、
同
洋
清
川
叶
本
邦
に
交
易
同
筆
挟
も
氾
一
l
-

鋼
波
し
ト
H
願
意
之
需
に
色
可
布
之
説
、
其
外
諸
波

均
等
如
何
操
之
仕
法
に
致
俊
一
司
在
乍
之
原
之
、
御
凶
四

h
柑
婿
可
巾
哉
、
兎
に
角
先
日
明
御
革
連
川
の
布
無
に
-A
い
州
、
右
'
い
八
本
は
取
調
位
候
万
可
然
、
え
崎

ド
川
術
館
は
別
て
克
地
取
社
之
事
故
、
時
仲
A
Z
M
山一一
M
J
W
J
l
汗
議
ト
た
し
可
被
巾
川
倹
事
』

と
こ
け
叫
し
乍
何
白
川
l
伝
子
十
，
1
州
刊
行
伝
一

l
J
1

A
P
Y
J叶
}
F
1
1
t
1
1
円、
J
H
/
1

ツ
λ
f
1
5サ

r
ト
a

ハ
A
A
n
ド一
y
j
l
f
L町

交
い
仰
は
汀
伽h

ナ
一
ゲ
↓
泊
じ
同
川
が
ぶ
叫
す
る
念
日
的
ー
し
j
る
も
の
「
じ
あ

J

z

J

}

 

，，ィム

w
t
A卜

J
J
1
:
士

F
T
1
1
5
4
〉

〕

も

f
I
f
(
J
i
l
lド

f
いい
t
一，

I
ド
カ
j

h

政
は
山
い
砂
い
ど
す
べ
う
か
可

h

一
以
は
私
怖
と
す
べ
き
か
等
の
問
題
が
あ

b
、
長
崎
に
お
け
る
肝
附
貿
易
に
は
弊
主
が
あ
る
か
ら
、
通
向
法
営
改
革
す
ろ
必
要
が
あ
る
。
交
易
品
と
し
て
我

同
よ
り
織
物
・
紙
・
茶
・
漆
器
等
を
輪
出
す
れ
ば
裂
選
者
の
救
漕
と
も
な
る
で
あ
ら
う
。
然
し
居
交
易
の
み
に
て
は
、

利
盆
色
少
い
。
山
川
問
は
強
兵
の
某
で
あ
る
。
政
く
件
闘
の
通
商
法
令
}
掛
一
酌
し
て
決
す
べ
き
で
あ
る
と
銭
円
へ
て
ゐ
る
o

川
凡
月
十
冗
日
)

叉
長
崎
在
勤
日
付
は
交
易
御
免
の
有
無
に
拘
ら
や
貿
易
仕
法
の
大
本
営
取
調
べ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
寧
ろ

交
易
の
間
百
伝
決
定
し
た
後
調
売
す
る
こ
と
が
迎
常
で
あ
る
。

併
し
方
今
の
形
勢
で
は

『
交
易
の
時
務
己
に
騎
虎

の
勢
に
相
成
候
様
ぷ
存
候
問
、
捕
御
同
相
山
崎
候
儀
に
御
座
候
は
Y
共
段
御
英
断
を
以
、
公
然
被
仰
出
、
夫
冷
取
調

被
仰
付
悦
は
玄
人
心

一
定
仕
取
調
方
捗
山
之

?
?
平
と
述
べ
て
ゐ
る
が
、

具
購
的
な
る
交
日
畑
仕
法
に
つ
い
て
は
述
ぷ

幕
末
に
於
げ
る
幕
府
有
司
心
開
園
田
山
怨

第
四
十
二
容

凶

O
七

第

~t~ 

E司
二b.



幕
末
に
於
げ
る
幕
府
石
司
れ
い
開
同
思
想

問
。
↓
九

第
二
放

四

第
阿
十
一
巻

る
鹿
な
く
、
寧
ろ
前
人
を
し
て
各
閥
通
商
法
を
調
査
せ
し
め
、

且
外
附
交
捗
の
任
に
川
町
ら
し
め
で
は
如
何
と
迷
ペ

て

J、号
、-- '-' 
Zj に
英過
J邑ぎ
陪j な
問い
始。
の(

p、
J草月
見;))

英
闘
が
通
商
開
始
の
希
望
を
有
せ
る
こ
と
は
前
述
の
所
に
よ
っ
て
明
か
で
あ

る
が
、
之
に
封
し
で
も
首
都
府
有
司
の
意
見
が
一
不

3
れ
て
居
る
。
例
へ
ば
安
政
三
年
九
月
二
日
の
箱
館
奉
行
上
申
書

に
は
肱
洲
諮
問
が
互
市
を
希
望
せ
る
乙
と
は
一
朝
一
夕
の
こ
と
で
は
な
く
、
修
好
俊
約
を
締
結
し
士
以
上
、
通
商

:
{
1
1
ノ

t
事

l

戸
、
、

は
訂
畑
町
し
焼
か
る
川
く

政
側
も
亦
帆
出
互
市
を
聞
く
mw
外
な
か
る
ぺ
き
を
論
じ
、

大
協
製
造
、

誤
向
、
札
畑
仕

F
E
U

用
す
る
に
主
ら
は
、
海
外
寓
里
へ
の
航
海
も
困
難
で
は
な
〈
、
貿
易
円
聞
は
必
や
し
も
銅
の
み
に
限
ら
す
、
漆
器
・

樟
脳
・
密
蝋
等
は
一
地
球
中
日
本
に
及
候
口
m
無
之
趣
』
で
あ
る
か
ら
、
之
を
以
て
交
易
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

又
大
目
付
目
付
よ
り
の

k
申
書
に
も
蓄
法
を
改
革
せ
ざ
れ
ば
日
開
強
兵
の
某
本
は
立
ち
難
〈
‘
英
岡
へ
も
通
商
ぞ

許
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。
(
同
年
九
月
}

(
-
-
)
貿
易
仕
法
取
調
に
到
す
る
意
見
か
冶
る
扶
勢
に
及
び
し
際
、
幕
府
は
同
年
十
月
二
十
日
老
中
堀
田
正

篤
・
若
年
寄
本
多
広
徳
に
卦
し
『
近
来
外
側
の
事
情
も
有
之
、
此
上
貿
易
の
儀
御
差
詐
可
相
成
儀
色
可
有
之
候
に
付

右
取
調
の
御
川
取
扱
被
仰
付
之
』
旨
を
遣
し
、
同
日
大
目
付
・
勘
定
奉
行
・
日
付
・
勘
定
吟
味
役
等
九
名
へ
も
同
様

の
申
控
を
な
し
に
。

か
く
て
堀
田
正
篤
は
四
年
三
月
二
十
六
日
に
海
防
掛
に
劉
し
、
外
閥
取
扱
井
貿
易
筋
に
つ
い

て
は
目
下
取
調
中
で
あ
る
が
、
容
易
な
ら
Y
ろ
事
柄
で
あ
る
か
ら
、
先
大
聞
の
所
か
ら
篤
と
評
議
す
る
必
要
あ
ち

正
し
、
ぞ
の
大
制
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
は
外
岡
に
別
封
し
て
は
隣
交
の
道
を
以
一
て
す
べ
き
か
、
割
夷
の
道
を

l司1、巻十五
同 l、巻十五
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以
て
す
べ
き
か
、
英
闘
の
動
静
に
拘
ら
す
遁
商
を
聞
く
べ
き
か
、

叉
各
闘
よ
り
貿
易
を
願
出
で
た
る
後
、
之
に
膿

や
る
こ
と
〉
す
べ
き
か
、

叉
は
我
岡
よ
h
前
以
て
貿
易
開
始
を
鯛
知
す
べ
き
か
、
貿
易
の
利
益
堂
前
買
に
聾
断
せ

し
め
ざ
る
方
法
如
何
、
共
他
貿
易
方
法
・
貿
易
口
開
・
商
館
の
設
置
・
領
事
出
府
の
可
否
・
開
港
場
盤
兎
そ
の
他
の
件

を
示
し
て
を
り
、
更
に
同
月
の
貿
易
収
調
掛
へ
の
畳
書
案
に
も
外
岡
人
取
扱
及
貿
易
一
筋
に
つ
き
評
議
の
要
件
を
二
小

し
て
ゐ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
深
め
凶
内
に
到
し
貿
易
開
始
を
布
告
す
べ
き
か
、
貿
易
問
始
の
一
手
順
を
大
凡
調

査
し
を
く
べ
き
や
、
ん
日
貿
易
と
す
べ
き
や
山
口
紅
混
合
貿
易
と
す
べ
き
か
等
の
ご
と
を
県
げ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
文
中

に
貿
易
佐
川
始
サ
江
崎
産
は
白
然
多
〈
式
吹
出
す
ぺ
昔
、
こ
と
を
就
い
て
ゐ
る
却
は
日
目
す
べ
き
で
あ
ら
'
ヮ
。

右
的
貿
易
仕
訟
の
取
訓
に
劃
し
、

司、i
j
E
f
-
-
予

l
f‘
i
l
J
E
!
L
E

〉
:
、

車
/
替
相
即
伝
文
語
力
，
L
4
Z
封
カ
日
間
関
2
恥

1
1
λ
7一カ

出
防
掛
川
町
勘
定
奉
行
井

同
吟
味
役
か
ら
の
老
中
へ
の
伺
舟
(
一
一
一
刀
)
に
は
先
づ
唐
山
側
貿
易
の
暦
史
を
述
べ
、
宮
川
的
貿
易
改
革
の
必
要
を
説
き

た
る
後
、
外
岡
互
市
の
仕
法
と
し
て
次
の
如
き
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
。
印
ち
従
来
U
K
附
・
下
回
・
箱
館
を
聞
い
て
ゐ

る
が
、
貿
易
取
聞
の
場
所
と
し
て
は
長
崎
一
港
に
限
定
し
、
貿
易
額
は
一
ケ
同
銀
両
四
五
百
世
目
、
舶
毅
一
二
般

に
限
り
、
輪
出
品
と
し
て
は
、
横
物
類
・
樟
脳
・
石
炭
・
蜂
雌
・
白
蝋
・
鯨
髭
・
鰯
・
干
飽
・
漆
器
類
・
青
目
や
細
工
・
陶
器
類
・

紙
類
・
桐
油
・
茶
・
醤
油
・
小
間
物
共
他
何
口
叩
に
で
も
土
地
製
産
の
Hm
等
を
翠
げ
、
貿
易
の
こ
と
は
長
崎
奉
行
の
調
査

を
基
本
と
す
べ
き
e

伊
尋
問
じ
、
向
大
目
付
日
付
に
は
異
見
あ
る
こ
と
を
申
添
へ
て
居
る
。
然
ら
ば
海
防
掛
の
大
目
付

日
付
の
意
見
は
如
何
と
い
ふ
に
、
ぞ
の
上
申
書
(
川
用
)
に
よ
れ
ば
、
長
崎
表
の
唐
蘭
貿
易
に
改
正
の
必
要
め
る
こ
と

JT
辿
べ
、
『
只
今
よ
り
時
勢
相
常
之
御
慮
置
御
琴
定
不
被
成
候
て
は
難
叶
』
種
々
考
究
の
結
果
、
貿
易
の
場
所
は
長

幕
末
に
於
げ
る
幕
府
有
司
一

ω
開
同
思
想

第
四
十
二
巻

凶

O
丸

第

自庇

[4 
七



幕
末
に
於
げ
る
搭
府
有
司
の
関
川
剛
忠
畑
山

策
同
十
二
巻

J!<.J 

O 

第

日Jt

pq 
ハ、

崎
一
港
に
て
は
外
岡
人
は
到
底
満
足
せ
ゴ
る
べ
き
を
説
き
、

更
に
内
外
舶
に
課
税
し
、

貿
易
命
日
館
を
建
て
、

貿
易

は
商
人
に
一
任
し
て
干
渉
せ
や
、
貿
易
盛
大
と
な
ら
ば
租
枕
も
自
然
英
大
の
制
に
上
る
べ
〈
、
産
物
開
方
等
の
こ

L
」
は
夏
に
掛
念
に
及
ば
?
と
し
、
此
際
時
勢
を
洞
察
し
て
英
断
の
策
に
出
づ
べ
〈
「
只
今
天
下
之
人
心
貿
易
御
川

之
儀
伊
」
貨
は
企
望
罷
存
』
貿
易
を
悶
き
て
沼
岡
強
兵
の
本
加
を
確
立
す
べ
し
と
し
て
と
る
。

之
に
封
し
て
海
防
掛
の
肋
定
奉
行
は
夏
に
そ
の
意
凡
を
上
申
し
た
。
そ
れ
に
は
租
法
の
家
重
す
ペ
、
き
こ
と
を
沿

事
、
岡
氏
は
外
凶
貿
易
J
T
U別
ま
や
正
融
じ
」
』
世
の
却
一
化
、

時
山
一
時
以
い
れ
j

し
U
y
d
〈
山
州
都
一
」
剥
腕
利
剥
y~
御
抄
は

に
も
被
及
候
義
』
で
あ
り
、
貿
易
を
問
〈
は
「
御
症
の
多
少
よ
り
色
只
ι
庁
、
無
恰
議
に
出
伐
と
巾
義
伝
根
さ
し
と
被
忠

召
侠
て
、
先
づ
長
崎
に
て
格
別
際
立
候
義
無
之
様
勘
解
い
た
し
候
て
御
問
主
亡
、
下
問
箱
館
之
閥
乏
Hm
を
相
波
候
と

中
位
之
義
を
以
、
，
K
制
と
被
成
置
、
共
内
御
見
計
侠
て
御
ひ
ろ
め
候
と
も
御
縮
め
候
と
も
漸
々
に
被
遊
候
は
Y
人

も
驚
き
不
申
、
穏
に
行
届
、
先
づ
は
可
然
抜
』
と
論
己
、
『
棟
梁
柱
石
と
相
成
居
候
制
度
伝
御
棒
伎
は
ず
必
意
外
之

弱
み
を
引
出
し
可
申
伎
』
と
し
一
果
断
之
人
よ
り
は
因
循
荷
且
之
極
と
も
可
申
候
へ
共
、
一
冗
米
の
御
趣
立
無
飲
供
よ

り
出
候
を
御
盆
に
の
み
肢
を
着
、
共
方
よ
り
御
法
を
破
り
意
外
之
災
を
引
出
し
可
申
よ
り
ほ
、
ま
だ
し
も
司
宜
投
』

'
と
な
し
て
ゐ
る
。

以
上
の
怠
見
に
つ
い
て
見
る
に
、
貿
易
を
拒
絶
せ
ん
と
す
る
も
の
は
無
い
が
、
勘
定
奉
行

M
M咋
味
後
の
立
見
は

寧
ろ
消
極
的
で
あ
り
、
従
来
の
修
好
俊
約
以
上
に
は
出
で
ぎ
ら
ん
と
す
る
に
皮
し
、
大
目
付
日
付
の
意
見
は
積
雌

的
に
貿
易
を
盛
大
な
ら
し
め
ん
左
す
る
も
の
冶
如
く
で
あ
る
の



四

所
調
重
大
事
件
陳
週
以
前
の
意
見

安
政
三
年
七
月
下
用
に
京
都
り
し
米
国
組
領
事
』
凶
ノ
ス
は
、
和
親
僚
約
よ
り
通
商
保
約
へ
の
信
念
を
以
て
屡
己
出

府
を
要
求
し
、
四
年
十
月
江
戸
に
出
て
同
月
二
十
六
日
所
謂
重
大
事
件
だ
る
通
商
保
約
締
結
の
義
を
申
出
て
、
問

港
場
建
支
の
こ
と
を
毛
議
し
た
の
で
あ
っ
た
。
常
時
此
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
之
れ
よ
り
も
以
前
に
肢
に
そ
の
取

沙
汰
が
め
り
、
之
に
却
し
撞
々
な
る
意
見
が
あ
ら
は
れ
た
が
、
以
下
通
商
貿
易
の
開
始
に
闘
し
て
幕
府
有
司
の
問

言、 主目
、副〆 f日I
~:な
嬰『呂

町立
主主! BIL 
IごカZ

f-ifl 存
寸し
るに:
:昔I か
見η を子

併合
芯t
Lノ

ーや

7 

四
年
六
月
二
十
九
日
の
者
中
よ
り
下
回
奉
行
〈
必
還
に
よ
れ
ば
、
『
交
易
の

義
は
取
開
候
積
評
決
相
成
、

仕
法
専
ら
取
調
中
に
有
之
、
共
品
局
長
崎
表
え
色
御
役
人
出
張
被
仰
什
候
程
之
儀
に
付

大
凡
見
留
色
付
候
上
は
早
速
御
差
許
可
相
成
』
一
去
半
と
ゐ
っ
て
、
幕
府
側
で
は
慨
に
通
商
貿
易
開
始
に
決
定
し
て

ゐ
だ
知
〈
見
え
る
。

同
月
の
大
目
付
目
付
の
上
申
書
に
は
貿
易
閥
始
以
後
輸
出
品
を
快
〈
が
如
き
こ
と
な
か
る
べ
く
、
貿
易
口
叩
は
商

買
に
任
す
べ
き
こ
と
を
設
き
、
且
神
奈
川
、
横
演
附
還
を
開
〈
べ
し
と
し
て
ゐ
る
。
同
月
の
海
防
掛
の
大
日
付
目

付
の
上
申
書
に
は
家
庭
、
秀
忠
の
卦
外
政
策
、
家
光
の
鏑
港
政
策
を
述
べ
た
る
後
『
一
開
一
間
と
色
に
時
勢
に
随

び
、
天
下
の
魚
に
御
棒
換
被
遊
侯
は
勿
論
之
御
義
と
奉
存
侯
』
と
設
き
、
鎖
聞
は
『
護
岡
善
美
の
御
慮
置
」
に
あ
ら

Ar
、
奮
制
を
詩
型
草
し
て
之
を
海
内
に
公
布
す
べ
し
と
し
、
同
月
の
箱
館
奉
行
上
申
書
に
も
米
岡
大
統
領
反
蘭
閣
の

幕
末
に
於
げ
る
幕
府
有
司
の
開
園
思
想

第
四
十
二
巻

第

務 i

四
丸

四 l

同上、巻十六7) 



幕
末
に
於
げ
る
幕
府
宥
司
の
関
岡
思
想

第

宮古

主i

O 

第
四
十
二
巻

E司

忠
告
を
蕗
〈
べ
〈
、
問
題
は
単
に
米
聞
に
劃
す
る
の
み
の
問
題
に
非
や
と
し
て
ゐ
る
。
こ
の
終
り
の
雨
者
の
意
見

は
必
や
し
も
具
躍
的
で
は
な
い
が
、
何
れ
も
貿
易
開
始
を
認
め
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
叉
六
月
晦
日
の

下
回
世
帯
行
の
上
申
書
に
劃
す
る
老
中
の
指
令
に
は
開
港
場
麓
夏
及
貿
易
開
始
に
つ
い
て
は
成
る
べ
く
時
期
を
取
極

め
、
ざ
る
方
然
る
べ
き
も
、
止
む
を
特
-5
れ
ば
十
八
ヶ
月
以
上
を
期
限
と
す
べ
き
旨
を
遣
し
、
夏
に
叉
取
調
方
行
届

く
べ
き
や
甚
だ
懸
念
で
あ
り
、
成
る
べ
〈
時
期
を
差
延
置
く
や
う
に
も
珪
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

か
(
て
七
月
朔
日
に

法
、
か
、
〉
る
則
似
を
ト
4
h
u
る
こ
と
に
つ
き
一
局
定
一
川
一
庫
、

何
万
卦

η
L
ヘ
ヨ
ヨ
ヨ
す
ま
、

I
;
4
1
(
|
A
l
i
d
-
4
 
オリ切
ζ
kド
ム
丁
'
干
司

'
L
I
K
E

p
i
t
4
£
F
I
d
-
/
三
d
t
A
d
t
ι
必
F
l
h
v
n抄
門

μノ
〆
4
1

等
の
聞
に
意
見
の
差
異
が
め
っ
た
が
、
之
に
よ
る
も
そ
の
時
期
は
兎
に
角
と
し
て
貿
易
の
開
始
、
開
港
場
趨
夏
は

早
晩
承
認
せ
.
ざ
る
可
ら
ぎ
る
こ
と
を
各
方
面
に
於
て
認
め
て
居
た
も
の
と
い
へ
ょ
う
。

更
に
和
蘭
と
の
交
易
一
仕
法
改
正
に
関
連
し
て
通
商
貿
易
開
始
の
こ
と
を
諌
め
表
明
す
る
や
否
や
に
つ
き
賛
否
の

意
見
が
見
え
て
ゐ
る
が
、
之
を
不
必
要
と
す
る
者
も
、
自
然
外
岡
の
船
舶
迫
A
N

渡
来
し
、
貿
易
取
結
ぷ
で
め
ら
う

か
ら
、
改
め
て
之
を
表
明
す
る
必
要
な
し
と
い
ふ
迄
で
あ
っ
て
、
貿
易
の
開
始
を
不
必
要
と
し
て
ゐ
る
の
で
は
な

。
ロ

貿
易
方
法

闘
す
る
意
見9)

問
題
は
更
に
貿
易
方
法
に
も
及
ん
で
ゐ
る
が
、
七
月
の
勘
定
奉
行
長
崎
泰

行
粂
帯
水
野
忠
徳
井
に
長
崎
奉
行
荒
尾
成
允
及
日
付
岩
瀬
忠
震
等
の
意
見
に
て
は
、
長
崎
に
於
て
貿
易
妖
担
を
取

調
べ
、
各
岡
商
法
租
税
徴
枇
法
等
を
調
査
し
、
凡
そ
の
仕
方
色
分
明
す
る
に
至
っ
た
と
説
き
、
和
蘭
貿
易
に
お
げ

る
脇
荷
商
法
を
米
同
に
も
適
用
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
仁
o

八
月
の
評
定
所
一
昨
の
上
申
書
に
て
は
脇
荷
向
法
は
彼

向上、巻十七
同上、容十六、十七

8) 
9) 



を
利
す
る
こ
と
多
き
段
、
諸
外
附
の
貿
易
一
法
を
参
考
す
べ
き
こ
と
を
誕
き
、
海
防
掛
の
勘
定
奉
行
同
時
味
役
は
脇

荷
商
法
に
準
し
て
交
易
を
許
す
べ
し
と
し
、
鉛
奉
行
筒
井
政
志
・
も
脇
荷
尚
訟
は
日
前
相
互
の
利
盆
な
り
と
し
、
諸

外
岡
と
の
貿
易
ち
脇
荷
商
法
に
撮
る
ぺ
き
を
沿
主
、
箱
館
奉
行
色
脇
荷
向
法
佐
他
の
同
に
及
ぼ
す
べ
し
と
し
て
ゐ

る。
幕
府
は
八
月
十
八
日
に
評
定
所
一
座
以
下
に
劃
し
、
日
付
岩
出
忠
震
を
香
港
に
出
張
せ
し
め
、
貿
易
そ
の
他
の

収
調
を
な
さ
し
り
ぺ
き
や
否
や
そ
諸
問
し
て
ゐ
る
が
、
之
は
附
加
の
航
海
ぜ
る
如
き
姿
に
て
香
港
法
迄
航
海
ぜ
ん

と
の
計
査
で
あ
っ
た
、
め
、
評
定
所
一
座
の
答
申
は
、
時
外
に
披
航
し
て
貿
易
を
聞
く
こ
と
の
必
要
を
認
な
る
も
、

か
h

る
叫
が
式
じ
て
骨
泊
へ
出
一
か
す
る
こ
ど
以
中
止
す
ぺ
し
ん
}
し
、

大
日
付
目
付
は
奇
潜
へ
の
一
減
遺
伝
認
め
、
外
同

通
航
は
同
{
氷
山
口
阿
強
の
盛
胤
ゃ
な
り
と
し
て
ゐ
品
。
然
る
に
海
防
掛
の
勘
定
奉
行
同
吟
味
役
は
貿
易
に
闘
す
る
調
査
は

甚
だ
悶
難
で
あ
り
探
遣
の
殻
果
な
か
る
べ
し
と
し
、
之
に
反
し
て
林
大
串
到
は
時
勢
に
趨
せ
る
鹿
置
と
し
て
賛
成

し
、
鎗
奉
行
筒
井
政
憲
は
一
腰
交
持
の
上
、
上
陸
す
べ
し
と
い
ひ
、
汗
議
直
々
に
岐
れ
し
た
め
克
に
評
議
を
謹
す

こ
と
〉
し
て
賞
現
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
然
し
か
〉
る
問
題
の
起
っ
て
来
大
こ
と
は
通
商
貿
易
を
附
始
す
べ

き
や
否
や
左
い
ふ
如
き
こ
と
は
最
早
山
題
で
は
な
く
、
遁
尚
開
始
を
'
悶

E

辺
の
事
官
と
し
て
、
そ
の
後
の
交
易
方
法

が
問
題
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

五

所
調
重
大
事
件
陣
越
後
の
意
見

車
末
に
於
げ
る
幕
府
有
司
の
閥
国
思
想

第
四
十
二
巻

匹l

第

1出

ま1..



幕
末
に
於
げ
る
幕
府
有
司
の
開
園
思
想

(
2
1
)
通
商
保
約
締
結
前
の
意
見

第
四
十
二
巻

第

披

凹

1'" 

五

十
月
二
十
六
日
の
米
間
総
領
事
A

W

ノ
ス
の
重
大
事
件
申
立
に
闘
し
、
同
月

二
十
八
日
老
中
よ
り
評
定
所
一
座
以
下
へ
米
間
組
筒
事
封
詩
書
を
一
不
し
、
早
冷
一
行
議
す
べ
き
こ
と
ぞ
申
披
し
た
。

之
に
艶
し
十
一
月
四
日
頃
の
評
定
所
一
出
井
海
防
掛
の
勘
定
奉
行
同
時
味
役
の
答
者
は
「
穏
便
之
御
所
置
御
座
候

よ
り
外
有
之
間
放
』
と
い
ふ
に
あ
る
が
、
禍
諸
大
名
の
立
日
比
を
徴
す
べ
き
こ
と
ぞ
述
べ
て
ゐ
る
。
而
し
て
間
五
日

の
勘
定
奉
行
井
同
吟
味
役
の
上
申
書
は
組
問
世
帯
封
活
者
の
各
筒
怖
に
附
謹
む
な

υて
詳
細
な
る
意
見
を
述
べ
、

，、、
J

L

己、
J
-
2
z

一-C
3

・
‘
，
』
内
，
、

l
L
r
i
'
F
i
t
-
C
U

E
-
p
d一
語
。
仕
畑
作
r
h
t
l
A
じ

t
〉
掲
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抗
却
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五四

に
詞
り
て
慮
置
を
決
す
べ
き
こ
と
を
繰
返
し
て
述
べ
て
ゐ
る
。

林
大
串
頭
・
大
目
付
・
筒
井
肥
前
守
・
目
付
等
の
意
見
は
(
十
一
月
四
日
軍
基
…
汽
舶
夜
明
後
は
千
里
も
比
隣
の
如
き
獄

態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
世
界
よ
り
孤
立
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
米
闘
の
要
求
は
之
を
容
る
べ
き
レ
批

と
し
て
ゐ
る
。
殊
に
た
と
ぴ
大
名
に
異
議
佐
唱
ふ
る
者
あ
る
も
之
に
拘
ら
や
決
行
す
べ
く
‘
且
総
領
事
の
意
見
営

諸
大
名
に
示
し
で
時
勢
麗
草
の
こ
と
を
説
識
す
べ
し
と
な
し
て
ゐ
る
。

弐
に
在
府
浦
賀
・
下
回
・
箱
館
各
奉
行
の
意
見
は
(
十
一
月
四
日
頃
上
申
書
)
大
韓
大
目
付
目
付
の
一
意
見
に
賛
成
し
て
ゐ

る
が
、
公
使
駐
剖
の
こ
と
に
つ
い
て
は
難
色
あ
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
。
目
付
岩
瀬
忠
震
は
共
上
申
書
(
+
一
月
六

H
)
に
於
て
開
港
場
品
質
夏
に
闘
し
て
外
人
は
大
阪
の
開
港
を
希
望
す
る
で
み
ら
う
が
、
大
阪
は
『
日
本
杢
岡
之
利
樺

七
八
分
は
同
所
に
鯖
し
候
勢
有
之
候
場
所
に
て
、
古
来
よ
り
金
主
等
も
防
相
敷
、
長
崎
表
交
日
現
之
利
潤
も
八
九
分
は

大
阪
商
頁
之
手
に
落
候
儀
に
御
座
候
虚
、
寓
冷
一
、
同
所
於
外
岡
貿
易
之
利
を
捺
候
椋
に
も
相
移
り
候
は
Y
、
江 ，齢、

同 I二、巻十八日)



都
を
初
め
杢
閤
謹
〈
表
徴
仕
、
同
所
の
み
肥
へ
太
り
且
帝
都
之
事
端
を
生
じ
、
寓
L

平
御
不
都
合
之
儀
に
可
有
之
』
事

ろ
横
涜
佐
開
港
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
が
、
兎
に
同
日
の
書
翰
に
は
江
戸
附
近
に
港
を
聞
く
を
恐
る
〉
は
十

年
前
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
検
出
開
港
を
唱
へ
、
彼
の
要
求
に
醸
じ
て
我
の
利
金
営
計
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て

ゐ
る
。十

一
月
十
八
日
の
勘
定
奉
行
長
崎
奉
行
策
帯
水
野
忠
俸
の
上
申
書
は
公
使
を
江
戸
に
駐
剖
せ
し
む
可
ら
す
と
い

び
、
神
奈
川
横
山
国
等
は
問
港
す
べ
き
地
に
め
ら
十
、
江
戸
大
阪
に
交
日
知
念
閃
か
し
か
べ
か
ら
今
、
『
半
此
度
長
崎
蹄

岬
府
組
勢
上
中
州
之
海
岸
巡
一
見
仕
侠
慮
、
長
崎
に
法
劣
俣
へ
ど
ち
、

下
田
浦
賀
よ
り
は
溢
に
勝
り
候
良
港
南
三
ケ
所
官

P
E
L
F

、b
k

、

斗
d
川
町
川

bι
庁一
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1
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w
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了

J
b
k
れ
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引
中

L
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f
f
¥
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4
E
2
5
じ
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十
小
九
45JJ品川

l
勺

df制
宇
M
l
z
n
k
lど

な
し
、

且
江
戸
以
外
の
地
ぞ
聞
か
ば
江
戸
は
衰
微
せ
ん
と
の
誌
を
践
し
て
ゐ
る
。

然
し
こ
の
紀
州
志
摩
附
近
開
港

読
に
劃
し
て
は
前
述
の
岩
瀬
忠
震
は
十
一
月
二
十
日
の
上
申
書
に
於
て
之
を
駁
し
、
依
然
と
し
て
横
演
開
港
説
を

固
守
し
て
ゐ
る
の
み
な
ら
宇
、
公
使
駐
剖
許
可
の
こ
と
を
も
決
定
す
ベ
し
'
と
し
て
ゐ
る
o

亜
米
利
加
官
吏
出
府
取
扱
掛
の
意
見
は
(
十
二
月
士
一
日
〉
天
下
L
」
共
に
天
下
の
大
事
を
謀
る
べ
し
と
し
、
諸
大
名

の
意
見
ぞ
徴
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
が
『
衆
議
一
定
岡
是
相
定
り
岡
家
寓
世
之
御
悲
こ
〉
に
相
立
可
申
」
『
御

闘
勢
更
張
之
御
時
節
千
歳
之
好
機
命
日
』
で
あ
り
、
『
開
闘
己
来
舎
で
無
之
大
非
常
之
事
を
被
魚
行
伎
に
は
非
常
の
御

措
置
無
之
候
て
は
難
相
叶
は
勿
論
の
儀
、
百
般
御
盤
草
之
始
め
右
等

ω義
は
宮
然
の
次
第
と
奉
存
候
』
と
説
き
、

使
節
を
米
聞
に
仮
遣
す
る
の
議
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
要
す
る
に
聞
論

ω統
一
を
前
提
と
せ
る
議
論
で
、
寧
ろ
抽
象

幕
末
に
於
げ
る
幕
府
有
司
の
開
園
思
想

第
四
十
二
港

四

五

第

五虎
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幕
末
仁
於
付
る
幕
府
有
司
の
開
国
思
想

第
四
十
一
一
巻

四
一
六

第

F主

亘:
匹|

的
な
る
意
見
が
多
い
。

以
上
の
外
に
も
向
意
見
が
あ
る
が
、
大
躍
に
於
て
右

ω如
き
意
見
が
上
申
さ
れ
た
色
の
で
、
ア
メ
η
ノ
カ
の
要
求

を
拒
絶
す
べ
し
と
の
意
厄
は
一
も
な
い
。
た
JY

公
使
駐
制
に
つ
き
て
之
を
否
と
す
る
設
と
、
開
港
場
の
場
所
に
つ

い
て
績
や
の
川
品
目
凡
を
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
じ
通
商
貿
易
を
認
め
ん
と
す
る
姑
に
於
て
は
、
何
れ
の
読
も
判
明
り
は
な

ぃ
。
然
し
大
目
付
日
付
の
立
見
が
比
般
的
積
極
的
で
あ
る
こ
と
ほ
、
従
来
と
同
級
で
あ
h
、
目
立
す
ぺ
き
こ
と
?

〉

‘

，

、
F

J
d
A一
泊

i
r
-
J
-
r
「ノ

5

・、

以
上
に
劃
し
て
老
中
の
志
見
は
如
何
で
あ
る
か
、
老
中
堀
田
正
睦
の
四
年
十
一
月
(?ν

の
立
見
書
に
は
『
方
今

第
一
の
専
務
は
闘
力
を
養
ひ
、
士
気
を
振
起
せ
し
む
る
の
二
事
に
止
る
べ

t
候
符
共
、
惣
て
強
兵
は
富
岡
よ
ら
生

じ
、
自
闘
の
術
は
貿
易
互
市
を
以
第
一
と
な
す
故
、
即
今
乾
坤
一
種
の
機
命
日
に
采
じ
和
親
同
盟
を
結
び
、
康
〈
寓

闘
に
航
し
、
貿
易
を
通
し
、
彼
が
所
長
宇
佐
採
町
、
此
の
不
足
を
補
ひ
、
闘
力
を
養
ひ
、
武
備
を
祉
に
し
、
断
L
f

彼

等
御
威
徳
に
服
従
い
だ
し
、
絡
に
世
界
再
邦
至
治
之
思
探
を
蒙
旬
、

こ
そ
有
之
度
高
略
)

杢
地
球
中
之
大
盟
主
と
被
仰
候
様
之
御
蕗
置

一
日
一
市
胤
強
兵
之
基
礎
相
立
候
上
は
往
冷
宇
内
統
一
之
御
鴻
業
も
不
難
義
に
付
結
局
右
之
庭

に
着
服
い
に
し
、
只
今
外
岡
人
御
慮
置
の
次
第
は
帥
ち
他
日
御
岡
勢
兎
張
之
根
本
と
相
成
候
同
少
し
も
後
来
御
都

合
宜
様
肺
肝
を
伴
き
謀
議
を
凝
し
精
忠
を
被
抽
候
様
い
た
し
度
と
被
存
候
事
』
と
あ
っ
で
頗
る
積
極
的
な
る
意
見

を
述
べ
て
ゐ
る
。
父
十
二
月
十
五
日
の
三
印
象
三
卿
及
諸
大
名
へ
の
老
中
誌
の
中
に
も
一
古
来
の
抑
制
度
に
而
己
被

J

局
泥
候
て
ほ
御
同
勢
御
挽
問
之
則
無
之
(
中
略
)
非
常
之
功
は
非
常
の
時
に
無
之
候
て
は
難
成
、
中
典
之
御
大
業
を



被
侍
立
御
闘
威
御
更
張
之
機
合
も
亦
此
時
に
有
之
候
間
』
云
々
正
い
ひ
(
十
二
月
三
十
四
日
旗
木
以
下
に
到
す
る
H
付
の
違
も
略

同
文
で
ゐ
る
O

)

同
二
十
七
日
の
三
奉
行
大
目
付
以
下
へ
の
老
中
遣
に
も
明
春
保
約
取
替
の
こ
と
を
述
べ
た
る
後
、
『
此

度
の
御
接
草
は
前
古
御
見
合
も
無
之
依
に
て
貨
に
御
同
勢
の
盛
袋
此
御
一
本
に
定
り
候
事
故
』
云
ム
ザ
と
説
き
、
幕
府

の
決
断
の
程
を
察
す
べ
き
も
の
が
あ
る
コ

(
ロ
)
通
商
傑
約
締
結
後
の
意
見

か
〈
て
日
米
保
約
は
安
政
五
年
正
月
に
至
り
議
定
さ
れ
た
が
、
調
印
さ
れ

た
の
は
六
月
で
あ
っ
た
ヴ
ご
の
間
r
h

於
て
大
阪
域
代
大
阪
町
奉
行
等
は
、
大
阪
開
港
不
可
の
意
見
を
述
べ
て
居
る

日
、
そ
の
宴
併
は
域
代
の
一
い
ふ
所
で
は
大
阪
は
帝
都
じ
近
く
殊
に
諸
川
内
幅
協
の
契
仰
で
あ
る
か
ら
、
若
し
開
港
交

i
uえ
qf
一J
P
ム"、
J
l
b
A
ト
I
h
v
d

、ノー、

F
F角
川

ソ

k

ふ問、

A
J二
・
千
ト
ト

z
tわ
し
・

7-北
U

，ノバ

ι巧
言

話
滞
の
伊
東
詰
迄
仁
も
影
響
し
ゅ
国

4
不
都
合
で
あ
る

E
い
ふ
に
在
る
が

町
奉
行
の
上
申
書
に
於
て
は
、
大
阪
を
開
港
す
れ
ば
好
商
版
居
し
て
富
豪
は
畏
縮
し
、
江
戸
及
諮
問
へ
の
融
通
諸
蒋

へ
の
収
引
も
一
時
に
義
文
へ
る
で
あ

J

ら
う
。
尤
大
阪
は
融
通
第
一
の
土
地
で
あ
る
か
ら
.
貿
易
が
行
は
る
れ
は
猶

更
手
出
聞
に
融
通
す
べ
し
と
の
論
色
あ
る
が
、

そ
れ
は
事
貨
不
相
営
の
儀
に
て
、
要
用
の
口
叩
を
以
て
無
謀
の
口
m
と
交

H
押
す
る
た
め
、
物
使
騰
貴
し
、
諸
闘
と
の
取
引
も
差
支
を
生
A
V
る
弐
第
で
あ
旬
、
好
商
の
取
締
は
中
Aγ

働
行
し
難

い
と
い
ふ
に
あ
っ
た
。

父
大
阪
の
代
h/
に
岡
山

w-
兵
庫
を
開
港
す
る
議
も
あ
る
が
、
両
官
は
手
狭
で
あ
り
、
兵
庫

は
諸
向
高
事
手
薄
で
あ
っ
て
大
阪
に
代
る
べ
き
土
地
で
は
な
い
と
論
じ
て

b
る
。
此
等
の
論
は
大
阪
又
は
兵
庫
開

港
の
不
可
を
論
じ
て
ゐ
る
が
、
通
商
貿
易
に
反
封
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

州
し
て
こ
の
後
に
於
て
、
老
中
端
同
正
睦
よ
h
ノ
式
家
博
奏
へ
の
外
同
事
情
の
説
明
等
に
は
世
界
の
形
勢
の
費
化

古
市
来
に
於
げ
る
官
甲
府
有
司
の
開
園
思
忽

PQ 
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幕
末
に
於
げ
る
幕
府
有
司
の
開
圃
思
想

第
四
十
二
巻

匹l

i¥ 

第

盟主

五
六

ヤ』迷
4

て
開
港
の
止
む
可
ら
引
さ
る
こ
と
を
説
明
し
て
ゐ
る
が
、
幕
府
側
に
於
て
は
遁
由
貿
易
は
既
定
の
事
貫
で
あ

っ
た
と
い
は

Y
る
を
符
な
い
c

井
伊
大
老
が
安
政
五
年
六
月
二
十
三
日
に
水
戸
前
中
納
言
(
膏
昭
)
へ
呈
し
た
る
書
翰
に
は
『
乍
去
今
日
の
御
所

置
公
迭
に
で
も
素
よ
り
御
心
外
成
御
事
に
候
特
共
、
盤
夷
の
形
勢
往
古
に
遠
び
蒸
汽
加
等
後
明
い
た
し
、
天
涯
色

北
隣
の
如
き
航
海
の
術
相
聞
の
、
軍
制
矢
器
等
寅
戦
に
試
み
迫
々
強
問
主
相
成
候
趣
に
付
、
古
制
に
根
着
致
候
て
は

今
日

F

、
松
政
一
是
也
呼
虫
色
川
市
汁
に
件
、

l

j

A

1

4

I

d

-

-

J

i
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h
u
ん
ト
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ロ
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こ

K
F
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恥
列
」
，
F

引
川
土
小
抗
心
u
l
t
h和
本
小
?
》

ψ
j
l
k
L

二
、
，
〉
〉
-
、

-
Z
λ
7
t
J
d一

J

t

僚
約
締
結
の
巳
h
u
h
T
科
、
さ
る
所
以
を
説
明
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
後
も
京
都
所
司
代
・
外
岡
奉
行
・
老
中
等
よ
り
朝
廷

方
へ
の
上
申
書
に
色
交
易
の
巴
h
u
を
得
、
ざ
る
所
以
を
屡
ミ
説
い
て
を
る
。

-晶画，、

結

言

以
上
述
べ
た
る
慮
に
よ
っ
て
明
か
な
る
如
〈
、
米
闘
ιv
書
諮
問
の
際
に
於
て
は
幕
府
有
司
の
中
に
も
壌
夷
論
や

拒
絶
論
が
あ
っ
た
。
然
し
諸
侯
の
場
合
に
於
け
る
と
異
っ
て
許
容
論
が
割
合
に
多
か
っ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。
然
る
に
和
親
候
約
締
結
以
後
に
於
て
は
、
最
早
接
夷
論
や
担
結
論
は
姿
伝
潜
め
、
何
れ
も
悶
岡
論
と
な
っ

た
。
尤
開
港
場
や
其
他
の
鈷
に
つ
き
」
異
論
は
め
っ
た
が
、
開
闘
に
つ
い
て
は
意
見
か
一
致
し
て
ゐ
た
わ
け
で
、
た

Y

そ
の
聞
に
消
極
的
な
る
も
の
と
積
極
的
な
る
も
の
と
の
相
違
が
め
っ
た
に
過
ぎ
ぬ
=
献
し
て
海
防
掛
の
勘
定
奉

行
同
吟
味
役
は
常
に
消
極
的
立
場
に
立
ち
、
浦
賀
奉
行
・
箱
館
奉
行
や
大
目
付
目
付
等
は
枯
棋
的
立
場
に
在
っ
た
c



老
中
の
態
度
も
肢
に
早
〈
開
闘
通
商
に
決
し
て
ゐ
た
・
も
の
、
如
〈
、
交
易
に
闘
す
る
調
査
を
行
は
し
め
、
香
港
に

ま
で
航
海
せ
し
め
ん
と
す
る
程
で
あ
っ
た
。

か
く
の
如
く
幕
府
有
司
の
意
見
が
早
〈
よ
旬
開
聞
論
に
統
一
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
外
岡
使
節
共
他
と
接
鯛
す

る
機
命
同
多
〈
、
そ

ω封
話
書
に
よ
っ
て
色
知
ら
忍
〉
如
〈
、
西
洋
事
情
ひ
い
て
は
吐
界
の
大
勢
を
知
り
得
る
機
A
W
H

が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ら
う
。
富
岡
の
術
は
貿
易
に
在
り
と
し
、
世
界
の
形
勢
に
臆
じ
て
古
来
の
制
度
を
襲
草
し
、

高
闘
の
長
所
を
採
て
我
が
一
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